テヤルの意味分析 : 非恩恵を表すとされるテヤルを中心に by 部田 和美 & TORITA Kazumi










































・佐久間鼎(1936)  「いじわる」の動作 
・鈴木丹士郎(1972) 利益どころか相手に不利益を与える表現 























 (7) 資本などはどうでもいいから、これを学資にして勉強してやろう。 
 (8) 畜生、この仇はきっととってやる。       ((7)(8)とも pp87) 
  

































 (10) (二人をさがすために)電話をかけまくってやるんだ！（pp208） 
 
・受影者非存在型 
       (11) 少々かせいでやろうと思い、なにかうまくいくことはないかと、あちらこちら探っ 
て歩いていた。                      (pp201) 
 
受影者の存在が明確な(9)は、従来の「恩恵型」と最も近い関係にあり、(10)のような受影
                                                   
3 豊田(1974)の分類と大きな違いがあるわけではなく、豊田の分析に「受影者」という観点をつけたものと
言える。このことについては山田自身も指摘している。 
       豊田           山田 
受給関係を表す用法      受影者の存在想定 
意志・強意を表す用法   受影者の存在は意識されていない 





























     →太郎の働きかけによって、本が花子の所有に変化 
(13) 太郎は砂浜の貝殻を拾って、花子にやった。 
    →太郎の働きかけによって、貝殻が花子の所有に変化 
(14) 先生は生徒に考える時間をやった。 
    →先生の働きかけ(権限)によって、時間を利用する権利が生徒の所有に変化 
















 (16) a＊ぼくは落ち込んでいる子供たちに元気をやった。 
b子供たちは落ち込んでいるぼくに元気をくれた。 
／ぼくは子供たちに元気をもらった。 
 (17) a近所の子供にお菓子をやった。／近所の子供にお菓子を与えた。 
    bせっかく近所の子供にお菓子をやったのに、泣かれた。 











































     (18) 太郎は花子に本を買ってやった。 
…太郎の働きかけで、花子に(本が買い与えられるという)物理的変化が起こる。 
































った。優しい顔をして死んでいる。   
(24) 彼女は全力をこめて葉をバタバタ動かして、ハツカネズミを失神状態から呼びさま 


















(27) 残りの料理を全部食べてやった。 （恩恵） 
                                                   
6 (21)の差は「意図的な働きかけが行われているか」も起因していると思われる。働きかけの「意図性」に
ついては節を改めて述べる。 
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 (28) 彼女を困らせようと思い、残りの料理を全部食べてやった。(非恩恵) 








 (30)  (花子を悲しませたくないから) 花子にはうそをついてやった。 























 〈働きかけ〉の意図性： 好意／悪意 
 
では、受影者が想定されない、いわゆる「意志・強意のテヤル」はなぜ可能になるのか。 



















 (34) ??ぼくの父は、昨夜思い切り飲んでやった。 
 (35) ??花子さんは、ちょっとその辺を歩いてやった。 
(36) a??自分のパソコンにお茶をこぼしてやった。 











                                                   













(39) 日焼けサロンに通って、顔色がよくなってやる。  （以上山田 2004;196） 
 (40) アラビア文字だって、３カ月あれば読めてやるよ。  (山田 2004;198) 
(41) ? 一生懸命描いた絵が入選してやる。 
 (42) ?講演がウケてやる。        
 (43) *妻なんか家出してやる。    ((41)～(43)山田 2004;196 判定も山田に従う) 
 






























 (47) この薬を飲んで、あと 10㎝身長が伸びてやる。 
 (48) ??ぼくは恋人がいてやる。 







 (50) ＊壁にぶつかって、腕が折れてやる。 
 (51) ??高校生になったら、もっと友だちが減ってやる。 
















                                                   
9 テヤルとは対照的にテクレルはここで不適格とされている全ての現象が可能になる。 
  ・大学での講義がウケてくれた。 
  ・展覧会で私の絵が入選してくれた。 
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